
令和 6 年 8 月 8 日

部 課

１　評価対象施設の概要

令和 4 年 4 月 1 日

令和 9 年 3 月 31 日
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２　利用実績

３　事業収支

A

C

B

D

E

※人件費(D)及び再委託料(E)は主な支出内訳のため、DとEの合計額が指定事業費にはなりません。

４　利用者の意見把握状況

補足説明（必要に応じて記入）

利用者の意見把握の実施の有無 有 実施方法 利用者ｱﾝｹｰﾄ・ 意見箱の設置 ・ その他（　　　　　　　　）

D/B

実
施
結
果

対応実績等意見内容等

別紙のとおり 別紙のとおり

E/B

2,854,033

300,160

36,184,000

18,230,074

36,435,959

1,851,666

4,346,931

17,662,136

38,272,094

収入計 39,768,627

9.8%

48.0%

0.8%

1,769,561

1,563,107

3,741,530

430,434

37,999,066

422,891

3,068,455

299,100

39,718,000

406,000

2,381,000

36,420,428

11.4%

46.1%

0.7%

2,149,352

10.5%

47.0%

0.8%

0

4,170,000

C/A

再委託費比率

事業報告（実績） （参考）前年度実績

人件費比率

利用料金比率

300,000

2,381,000

18,676,000

37,337,000

自主事業費

事業収支 A－B

支出計

指定事業費

うち再委託料

うち人件費

その他

自主事業収入

36,631,000

39,718,000

利用実績 対前年度比

20,594

10

事業計画

イベント等の開催状況による85.5%

非公募

件 9

地場産業である竹製品の振興、施設を拠点とした観光の振興等市の賑わいづくりと関係人口の拡大
に資することを目的とする。

施設使用許可、高山竹あかり、竹製品の案内等地場産業の振興等

増減の理由等

年目年のうち指定期間

指定期間
終了日

開始日

評価実施年

利用料金制適用区分

利用区分等

設置目的

主な実施事業等

選定方法

指定管理者名 奈良県高山茶筌生産協同組合

令和５年度　指定管理者導入施設　管理運営評価シート（標準例）

商工観光地域活力創生

施設名称

所在地

実施事業

単位 予定(計画・目標)

来園者数

作成日：

担当課：

高山町3440番地

高山竹林園

一部利用料金制

利用料金収入

指定管理料 36,631,000

40,421,446

なし

100.0%

人

通 常 用



５　管理運営状況評価

市の評価

指定管理者による自己評価

市の評価

指定管理者による自己評価

経費の縮減等の効果（効率性）

設備に関する知識を持ち、施設の状況をよく確認して、市とも十分に情報共有を図っている。

安全管理、危機管理体制等（個人情報保護、事故発生時の対応、危機管理体制等）

市の評価

適正な施設の管理運営（適正性）

各種物品等のあらゆる物の値上げが続く中、不要不急の物品購入を避けるとともに、軽度の修理等は職員が材料
等を手配し直営で修理することで経費を節減し、老朽化施設の工事や修理についてもその必要性をよくよく検討
し、適切な施設の維持管理に努めた。

職員でできるところは職員で対応している点が、十分な経費の削減につながっている。

工夫して運営されている。利用の促進につながる自主事業をさらに検討していただきたい。

自主事業の取組（施設の有効活用による市民サービスの向上への効果等）

収入の増加（収入増加の具体的な取組、効果等）

施設利用者の増加は課題であり、利用方法のPRなどに努めていただきたい。茶筌の需要増加などの要因が考えら
れるが、引き続き供給の安定を図っていただきたい。

これまで以上に親切・丁寧な接客を行い、リピーターや新規利用者の増加に努めたが 、施設利用料金収入は減収
となった。一方、お抹茶体験売上をはじめ、販売品目の増加等により自主事業収入は増加した。

市の評価

満足度が高くリピート利用が見込まれる。リピート利用の促進に努めていただきたい。

経費の縮減等（経費縮減の具体的な取組、効果等）

指定管理者による自己評価

市の評価

指定管理者による自己評価

指定管理者による自己評価

利用者アンケートの施設の利用後の満足度について、全ての方に「満足」、「やや満足」の高い評価をいただい
た。

高山竹林園条例及び同施行規則に基づき、利用者に対し平等で公平な運営・管理を行った。

適切に運営されている。引き続き利用を促進していただきたい。

利用者の満足度（利用者の意見把握結果による満足度の状況、意見等に対する取組状況、苦情等に対する対応等）

市の評価

施設の管理運営の状況（適正な人員配置、従業員の能力・資質向上、広報活動、環境行動の取組状況、地域との連携等）

利用者へのサービスの質の向上と、従業員の資質の向上のため、職員間で情報を共有し、施設の効率的な管理運
営に繋げた。

適切に情報の管理や従業員の配置をしている。

茶筌、茶道具等の販売、「高山ソフト」の販売、「お抹茶体験」の毎日の実施とともに、新しく抹茶碗の販売や
野点形式でのお抹茶体験を実施した。また、カード決済も実施し、利用者へのサービスの向上に努めた。

指定管理者による自己評価

市の評価

個人情報の保護、各種点検の実施、消防訓練等を実施するとともに、電気柵の設置によりイノシシの進入を防止
することで、園施設と利用者の安全に努め、年間を通じて事故の無い施設運営をすることができた。

指定管理者による自己評価

指定管理者による自己評価

市の評価

竹林園をより多くの方々に知って頂き、気軽に来園いただけるように、PR等に努め、茶筌、茶道具、編針などの
地場産業の振興を図るため積極的な運営管理を実施した。

来場者への説明など丁寧に対応されている。施設設置の趣旨に基づいて、適切に運営されている。

施設の設置目的の達成（有効性）

施設の目的や特性等に合致した管理運営（事業計画に則った管理運営、施設の有効活用による設置目的の達成等）

市民の平等な利用の確保（平等な利用への配慮、公平で適切な利用者の決定等）



６　指定管理者の財務の状況

７　指定管理者の経営状況（財務・資産関係指標）

８　総合評価等（今後の業務改善に向けた考え方）

売上高

1,325,1881,541,32691経常利益

44,330,94547,891,22043,741,601

資産

資本金

純資産

固定負債

流動負債

負債

固定資産

流動資産 7,028,779

7,028,779

210,000

7,028,779

4,520,584

210,000

5,543,591

5,543,591

5,543,591

令和5年度令和4年度令和3年度

210,000

4,002,270

518,314

518,314

4,520,584

27.8%

863.9%

0.0%

967.6%

18.9%

630.7%

0.0%

-

100.0%100.0%88.5%

0.0%

-872.2%

0.0%

0.0%

　経常利益/資産×100

総資産経常利益率

　売上高/資産×100

総資産回転率

0.0%0.0%

0.0%

負債比率

0.0%
　固定資産/純資産×100

サービスの安定的な提供（安定性）

13.0%

　固定資産/(純資産＋固定負債)×100

固定長期適合率

　流動資産/流動負債×100

流動比率

　純資産/資産×100

自己資本比率

固定比率

 (流動負債＋固定負債 )/純資産×100

令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業収支（自主事業を含む）の状況（事業収支の妥当性、安定的な事業継続等）

指定管理者による自己評価にもあるように、例年通り、来訪者への対応や設備に力を入れているため満足度は高くなってい
ると考えられる。令和６年度から営利目的の利用も可能となり、市の観光行政としても力を入れているエリアであるので、
来場者の増加につながる利用促進、事業の実施を行っていただきたい。

高山竹林園利用者アンケートでは、施設利用後の満足度で全ての方に「満足」「ほぼ満足」とお答えいただくとともに、
「また、竹林園を利用したいですか」の設問で、ほぼ全ての方に「利用したい」とお答えいただいています。これは、これ
まで以上に笑顔や挨拶、丁寧な説明等に努めたことにより、スタッフの接客対応に非常に高い評価をいただくとともに、
「茶筌の制作実演」の毎週日曜日の実施や、「お抹茶体験」の毎日実施など、お客様目線での事業展開や竹林の整備等が高
く評価されたものと考えています。今後更に効率的な施設運営と事業実施に努めるとともに、自主事業の更なる充実に努め
たいと考えています。

指定管理者による自己評価

市の評価

積極的・効率的な施設運営と事業実施により、約2,149千円の経常利益を計上することができた。

経費の削減など効率化に努めていただいた。さらなる施設の利用促進に努めていただきたい。

指定管理者による自己評価

市の評価
















